
役を担いながら、専門医療の提
供などの役割が期待されている
連携型として、5 月 1 日付で指
定を受けた。基幹型は県域の同
センターを統括し、地域型は連
携型と協働しながら、所在する
二次医療圏の認知症医療の向上
推進などが役割だ。神奈川県西
部は指定病院が少なく、高齢化
率が全国平均よりも高い地域が
少なくないため、湘南大磯病院
が果たす役割は大きい。

新薬のレカネマブを用い専門治療

高橋若生・副院長兼脳神経内
科部長兼認知症疾患医療センタ
ー長は「当院は、これまでも認

知症疾患医療センターの役割で
ある認知症の鑑別診断や早期診
断・治療、グループ病院と連携
することでアミロイド PET 検
査の提供、新しい機序の治療薬
であるレカネマブを用いた専門
的な治療、BPSD や身体合併症
に対する治療、専門医療相談な
ど、認知症診療に幅広く取り組
んできました。これからは認知
症の方々の支援に取り組む地域
の保健医療関係者や介護・福祉
関係者を対象とした研修会も実
施していきます」と説明する。

早期診断の入り口として物忘
れ外来を開設。認知機能テスト
や脳 MRI（磁気共鳴画像診断）
検査を行い、認知症やその前段
階である軽度認知障害（MCI）
を早期発見・治療し、できるだ
け進行を抑えるのが狙いだ。

認知症全体の約 7 割を占める
アルツハイマー型認知症は、長
い年月をかけて脳内にアミロイ
ドβと呼ばれるタンパク質が蓄
積することで発症する。これを
画像で可視化するのがアミロイ
ド PET 検査。装置を保有して
いる湘南厚木病院と連携し、必
要に応じて同院放射線科の山室
博医師の協力の下で同検査を実
施している。

新しい作用機序でアミロイド
βを除去し、進行を抑制するの
が抗アミロイドβ抗体薬。レカ
ネマブやドナネマブがそれだ。
適応はアルツハイマー病による
軽度認知障害と軽度認知症。投
与可否の判定には、アミロイド
PET 検査または脳
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検査の
実施が必要で、より低侵襲なの
が前者だ。

患者さんへの抗アミロイドβ
抗体薬の投与は、所定の診療・
検査体制を備えていることが条

認知症疾患医療センターの指
定を受けるには、日本認知症学
会などの専門医資格を有し、認
知症の鑑別診断など専門医療に
従事した実務経験を有する医師
をはじめとする人員配置や、所
定の検査体制、身体合併症や
BPSD（行動・心理症状）への
対応など、さまざまな基準を満
たす必要がある。「基幹型」、「地
域型」、「連携型」の分類があり、
それぞれが同センターとしての
機能を果たすとともに、分類に
応じた役割も担う。

湘南大磯病院は地域に密着し
た病院として、他の医療機関や
介護事業者などとの連携の推進

県から「認知症疾患医療センター」に指定
湘南大磯病院

鑑別診断・専門治療・BPSD・身体合併症など対応

湘南大磯病院（神奈川県）は県から認知症疾患医療センターの指定を受けた。認知症に関する専門的な
医療（診断・治療）の提供や地域連携の推進などを通じて、認知症の方々や家族が住み慣れた地域で安
心して生活を継続していけるよう支援するのが同センターの役割。国が策定した認知症施策（認知症施
策推進総合戦略＝新オレンジプラン）の柱のひとつで、都道府県や政令指定都市が指定を行い各地に整
備。同院は患者さんに寄り添い、人格の尊重を最優先に位置付けながら、認知症の方々が、より良い人
生を送れるようサポートを継続していく。
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件。湘南大磯病院はレカネマブ
の投与が認められている数少な
い医療機関のひとつだ。中等度・
重症例にはアリセプトなど既存
の治療薬を用いて対応している。

また、認知症は高齢の方々が
多く、転倒によるけがや肺炎、
その他の持病など身体疾患の合
併例が多い。同院は総合病院の
強みを生かし、幅広い身体合併
症にも専門的な対応が可能。地
域の関係機関を対象に開催する
研修会は、各施設の課題や悩み
を共有し解決策を模索すること
などが目的だ。

「患者さんの視点に立つ」第一に

認知症は、生活習慣を改善し
て発症を遅らせる“予防”が重
要。高橋副院長は、食事、運動、
他人との交流の 3 つを重視し、
医療講演などを通じた啓発活動
にも力を入れていきたい考え。
「患者さんの視点に立つとい

うことを第一に心がけていま
す」と語るのは、認知症看護に
携わる市川妃奈子看護師。続け
て「認知症の方々が発する言葉
や行動には必ず意味があると考
え、その背景にある“困りごと”
を深掘りするようにしています。
たとえば、点滴を抜く行動に対
しても、単純に制止するのでは
なく、その行動に至った理由を
考える姿勢を大切にしていま
す」と強調する。

市川看護師は認知症看護のス
キル向上に力を入れ、認定看護
師の資格取得に向け、昨年、教
育機関でカリキュラムを修了。

今年度の認定審査を受ける予定
だ。合格すれば同院初の認知症
看護認定看護師が誕生する。

ケアの質向上のため毎月開催
しているのが認知症ケア委員会。
高橋副院長や市川看護師、各病
棟のリンクナース（各種専門チ
ームと病棟看護師をつなぐ役割
をもつ看護師）が参加し、認知
症の患者さんの情報を共有。ま
たリンクナースが各病棟からピ
ックアップした要介入の患者さ
んを対象に、医師や看護師、薬
剤師、リハビリテーションスタ
ッフらで構成する認知症対応チ
ームが、毎週水曜日の午後にラ
ウンド（回診）を実施している。

市川看護師は「認知症は、核
となる症状は改善しませんが、
BPSD の出現は私たち看護師や
ご家族、周りの人の対応で大き
く変わります。医師は疾患の悪
化を防ぐ、またはその人らしく
暮らしていくために病状維持を
調整し、認知症看護を担当する
看護師は BPSD の出現を最小限
にするためのケアを大事にして
います。そのためにまず、『認
知症とは何か』を根気強く院内
外へ発信していきたいと考えて
います」と抱負を語る。

高橋副院長は「認知症に関す
る地域住民の方々の不安を解消
し、地域の認知症医療の向上に
貢献していきたい。認知症は生
涯にわたり付き合っていく疾患
であるため、その人の人格を最
優先にして、より良い人生を送
れるようにサポートしていきた
いです」と意欲を見せている。

「より良い人生を送れるようサポートしていきた
い」と高橋副院長（左）、市川看護師

病棟ラウンド中も多職種が密に情報共有を行い、より良い
治療・ケアを実践

帯広徳洲会病院（北海道）は、地元の音更
町と「災害時等における相互協力に関する協
定」を締結した。音更町が個別の医療機関と
災害時協力協定を結ぶのは初めて。

協定式は8月17日、町役場で行われ、竹
之内豪院長と小野信次町長が協定書を交わ
した。協定では、災害時に必要と判断され
た場合、町の要請に応じ病院の一部を一時
避難施設として提供。避難者数など必要な情報を共有し、医療的ケアを必
要とする人の受け入れなど、適切な避難支援について相互協力を定めた。

小野町長は同院を「地域の方々を大切に考えている病院」と紹介、「力を合
わせ町民の安全確保につながれば」と期待を寄せた。

徳洲会グループは災害医療支援に取り組むNPO法人TMAT（徳洲会医療
救援隊）を組織、また竹之内院長が東日本大震災の直後、医療支援メンバー
として被災地に短期派遣された経験をもつなど、災害に対する知見を多く
蓄積していることが、今回の協定締結につながった。

竹之内院長は「全国にグループ病院を展開している強みや、これまでの経
験を生かし、今後も地域に貢献したいと考えています。当院として地域に協
力できることは何か、追求していきます」と意欲的だ。

協定書を披露する竹之内院長（左）と
小野町長

帯広病院が音更町と災害時協力協定結ぶ
「地域の方 を々大切に考えている病院」

仙台徳洲会病院は8月3日、仙台市内で開
催された「第11回仙台自分づくり教育アワー
ド」で、仙台市教育委員会から功労者表彰を
初めて受賞した。「仙台自分づくり教育」は、
子どもたちが人や社会とのかかわりを通じ、
将来の社会的・職業的自立に必要な力を身に
付けることを目指す仙台版キャリア教育。同
院は、これまで地域の児童・生徒の職場体験
を継続的に受け入れ、医療の仕事や病院の役
割を学ぶ機会を提供、こうした長年の貢献が
評価された。

近隣学校からの職場体験の受け入れ窓口
を担当するのは山﨑佳奈・総務課主任。学校
との連絡や院内各部署への依頼、スケジュー
ルの確認など、通常業務と並行して受け入れ
準備を進めている。また、同院では、職員の家族を対象とした職場体験も実施し、
小学生から高校生までが参加。子どもたちの感想や反応が、継続して受け入れ
る励みになっており、山﨑主任は「実際に病院で働く職員の姿を見たり話を聞い
たりすることで、医療の仕事を少しでも身近に感じてもらえたら、うれしいです」
と意気込みを見せている。

表彰式に参加した（左から）村松世規・事
務部長、八島智明・総務課長

職場体験で対応する山﨑主任

長年の職場体験受け入れ評価
仙台病院が市教育委員会から功労者表彰
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